









ビ 編 集 後 記
「ヘ リウム危機 」と後に人 々は呼 ぶか も知 れません。 アメ リカでヘ リウムガスの値段が急
騰 してい るからです。今夏(1982年),コンファL7ス 出席後,何 年か前に研究生 活を送 っ
た コーネル大学 に立ち寄 りました。7月1日 より,液 体ヘ リウムの値段 が(料 金体系が複雑
なのですが)粗 っぽい計 算を して2,5倍にはね上 っているのです。Prof.い わ く,「 回収
配管の設置 を検討 中です 」。1979年当時,私 たちは1ウ ッ トル を2ド ルで,回 収 もせず,
ジャンジャン使用していた ことを考 えれば,覚 醒の感あ り,「です。ヘ リウム ガスの主要産国
はアメ リカとソ連 で,ソ 連 は東欧圏 のみ輸出ですか ら,日 本はア メリカに頼 っているのでナ.
が,そ のア メリカがヘ リウムガスについて この様な状態になっているのです から
私のつぶや き,「 日本の極低温研究老,受 難の始ま りか?
o
」:PrOf.そ れ を 聞 い て,
● ■
「日本人は 竃璽石油危機"も 乗 り切うたのだから大丈夫だ よ」液体ヘ リウムを使 って い るあな
　
た,駝 あなたは どうします か〃"(低 温 センターに関わ っている者 として,「 ヘ リウムガス
を大切に していただきたい 」とい う気持 で書 きま した)
さて,1973年1月 に癒1.を発行 してから10年にな りまー した。発刊当初か ら年4回,コ ン
ス タン トな歩みを続け て来 ました。その間,共 著者を含め執筆者は170人(延 べ238入)
に達 しま した。"阪 大オ リジナル"を 掲げての編集 であ り,今 なお新 たな執筆候補者が次々
と編集 委員会で検討 され る現 況は,阪 大 の研究者の層の厚 さを如実 に物 語 るものではないで
しょうか。次の執筆者は 「阪大 の中でと うと う自分 の ものにした 」研究の成果 を「自分の言
　 　 　
葉 でシ ミジミ話 しτ下 さる 」あなたです。私た ちは,そ んな"あ なた"を 歓迎 します。(後
段の 「 」の部分はffa35長谷田編集委員長の編集後記 より引用)
(山 本 雅 彦)
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